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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第１四半期連結
累計期間

第62期
第１四半期連結
累計期間

第61期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 4,820,715 5,249,138 21,044,006

経常利益 （千円） 1,241,855 1,539,154 2,404,206

四半期（当期）純利益 （千円） 757,375 943,962 1,400,879

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △1,405,273 △2,201,061 5,192,848

純資産額 （千円） 65,856,308 70,187,734 72,374,583

総資産額 （千円） 100,142,176 105,408,106 109,857,929

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 131.80 164.28 243.79

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 65.8 66.6 65.9

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日本銀行の金融緩和により景気回復基調に

ありましたが、消費税増税による駆け込み需要の反動を受けて、４月以降は税率引き上げに伴う実質可処分所得の

減少で個人消費の冷え込みや企業収益の減速等により、先行きは不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社グループは国産米原料にこだわり、他社との差別化された商品に注力し「岩塚ブラン

ド＝最高品質」の信頼を確立するとともに、原材料費・燃料費の上昇を吸収するため、全社を上げての生産効率の

向上に取り組むことで、原価低減を図ってまいりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は52億49百万円（前年同四半期比8.9%増）となりました。

　利益面におきましては、生産性・歩留まりの向上などにより営業利益は１億10百万円（前年同四半期は５百万円

の営業利益）、経常利益は、15億39百万円（前年同四半期比23.9%増）、四半期純利益は９億43百万円（前年同四半

期比24.6%増）となりました。

　なお、経常利益におきましては、当社が株式を保有するWant Want China Holdings Limited.からの株式配当金13

億71百万円を営業外収益の受取配当金に計上しております。

 

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は1,054億８百万円となり、前連結会計年度末と比較して44億49百万円の

減少となりました。

　流動資産は58億７百万円となり、前連結会計年度末と比較して３億85百万円の増加となりました。これは主に、

現金及び預金が５億87百万円増加した一方で売上債権が２億52百万円減少したこと等によるものであります。固定

資産は996億円となり、前連結会計年度末と比較して48億35百万円の減少となりました。これは主に、投資有価証

券が時価評価により減少したこと等によるものであります。

　当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、352億20百万円となり、前連結会計年度末と比較して22億62

百万円の減少となりました。

　流動負債は、35億90百万円で前連結会計年度末と比較して３億60百万円の減少となりました。これは主に、短期

借入金が３億円減少したこと等によるものであります。固定負債は316億30百万円となり前連結会計年度末と比較

して19億２百万円の減少となりました。これは主に、投資有価証券の時価評価に伴い繰延税金負債が減少したこと

等によるものであります。

　純資産は、701億87百万円となり、前連結会計年度末と比較して21億86百万円の減少となりました。これは主

に、その他有価証券評価差額金が31億47百万円減少した一方で利益剰余金が９億58百万円増加したこと等によるも

のであります。

 

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方の基本方針は以下のとおりであります。

 

①基本方針の内容

当社は上場会社である以上、当社株式の取引は株主の皆様のご判断に委ねるのが原則であり、当社に対する大

規模買付行為がなされた場合にこれに応ずるか否かの判断についても、最終的には株主の皆様の自由意思に委ね

られるべきであると考えます。

しかしながら、当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、様々なステークホルダーとの信頼

関係を維持し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を中長期的に確保し、向上させる者でなければならない

と考えております。大規模買付行為の中には、①その目的等から見て企業価値ひいては株主共同の利益に対する

明白な侵害をもたらすもの、②株主に株式の売却を事実上強要するおそれがあるもの、③対象会社の取締役会や

株主が大規模買付行為について検討し、あるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための十分な時間や情

報を提供しないもの、④買付者の提案した条件よりもさらに有利な条件を株主にもたらすために、対象会社によ

る買付者との交渉を必要とするもの等、企業価値・株主共同の利益に資さないものも少なくありません。当社

は、このような大規模買付行為を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として適当ではない

と考えます。
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②不適切な支配の防止のための取組み

当社は、日本の伝統ある食文化を世界に広め、人々に喜びと豊かさを提供することが当社の使命であると考

え、かかる使命の追求を通じた企業価値の向上を目指しております。

当社は、中期経営計画「フェニックスプラン65」（第58期～第60期）を策定し、平成22年度から平成24年度ま

での３年間、当社の企業価値を向上すべく取り組んでまいりました。同計画では、「お客様の信頼に応え、おい

しさの感動を届けよう！」をスローガンに、経営基盤を強化するための施策を推進してまいりました。

その結果、創業65周年の節目の第60期は、５期ぶりに営業利益を確保し、利益体質への転換を図ることができ

ました。

当社は、このような利益体質を確固たるものにし、生まれ変わった岩塚製菓グループの永続的発展を実現する

ため、第61期から第63期までの３年間を対象期間とする中期経営計画「岩塚Re－Bornプラン（61～63）」を策定

しました。岩塚製菓グループの創業精神を原点に、「岩塚Re－Bornプラン（61～63）」の下、激変する経営環境

に対応するとともに、新しい価値創造に挑戦し、更なる企業価値の向上に向けて、全グループ会社一丸となって

取り組んでまいります。

当社は、中期経営計画を着実に実行していくことが、当社グループとステークホルダーとの信頼関係を一層強

固に築き上げ、企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上につながるものと確信しております。

③不適切な支配の防止のための取組みについての取締役会の判断

当社は、中期経営計画「岩塚Re－Bornプラン（61～63）」の下、新しい価値創造に挑戦するとともに、確固た

る利益体質を構築し、株主の皆様、お客様、取引先、従業員、地域社会その他多様なステークホルダーの皆様に

とって価値ある企業として支持されることを目指し、企業価値・株主共同の利益の最大化に全力で取り組んでお

ります。

当社に対する大規模買付行為を行おうとする者が、当社を取り巻く経営環境を正しく認識し、当社の企業価値

の源泉を理解した上で、これを中長期的に確保し、向上させられるものでなければ、中期経営計画「岩塚Re－

Bornプラン（61～63）」の達成が困難になるのはもちろんのこと、逆に当社の企業価値ひいては株主共同の利益

が損なわれるおそれがあります。さらに、外部者である買付者から買付提案を受けた際には、当社の有形無形の

経営資源、将来を見据えた施策の潜在的効果、事業分野・人的ネットワークの有機的結合により実現され得るシ

ナジー効果、その他当社の企業価値を構成する事項等を、株主の皆様が適切に把握し、当該買付者による当社株

式等の大規模買付行為が当社の企業価値に及ぼす影響を判断していただく必要があります。

こうした事情に鑑み、当社取締役会は、外部者である買付者によって当社に対する大規模買付行為が行われる

に際し、当該大規模買付行為に応じるべきか否かを株主の皆様が適切に判断し、あるいは当社取締役会が株主の

皆様に代替案を提案するために必要な情報や時間を確保したり、株主の皆様のために不当な条件による買付けに

対する交渉を行うこと等を可能としたりすることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に反する大規

模買付行為を抑止するための枠組みとして、本対応方針の更新が必要であると判断いたしました。

なお、本対応方針において旧対応方針から関連する引用箇所の記載の修正など、所要の修正を行いました。

 

（3）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、60,845千円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,980,000

計 23,980,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,995,000 5,995,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 5,995,000 5,995,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
－ 5,995,000 － 1,634,750 － 1,859,250

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    248,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  5,744,700 57,447 －

単元未満株式 普通株式      1,500 － －

発行済株式総数 5,995,000 － －

総株主の議決権 － 57,447 －

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

岩塚製菓株式会社
新潟県長岡市浦9750

番地
248,800 － 248,800 4.15

計 － 248,800 － 248,800 4.15

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、監査法人セントラルによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 539,800 1,126,975

受取手形及び売掛金 3,659,131 3,406,347

有価証券 149,658 132,520

商品及び製品 150,831 93,595

仕掛品 99,014 107,065

原材料及び貯蔵品 386,865 332,276

その他 441,317 612,854

貸倒引当金 △4,322 △4,078

流動資産合計 5,422,297 5,807,556

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,996,775 3,938,101

その他（純額） 2,590,254 2,694,453

有形固定資産合計 6,587,030 6,632,555

無形固定資産 101,771 96,152

投資その他の資産   

投資有価証券 97,295,972 92,426,420

その他 475,852 470,429

貸倒引当金 △24,995 △25,008

投資その他の資産合計 97,746,829 92,871,841

固定資産合計 104,435,631 99,600,549

資産合計 109,857,929 105,408,106

負債の部   

流動負債   

買掛金 639,516 569,705

短期借入金 300,000 －

未払法人税等 761,496 373,832

賞与引当金 570,981 268,303

その他 1,678,997 2,378,180

流動負債合計 3,950,992 3,590,022

固定負債   

長期借入金 400,000 300,000

退職給付に係る負債 1,096,495 989,684

繰延税金負債 31,639,904 29,948,777

その他 395,952 391,887

固定負債合計 33,532,353 31,630,349

負債合計 37,483,345 35,220,371
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,634,750 1,634,750

資本剰余金 1,859,250 1,859,250

利益剰余金 8,543,843 9,502,253

自己株式 △457,969 △458,204

株主資本合計 11,579,873 12,538,049

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 60,874,119 57,726,353

退職給付に係る調整累計額 △79,408 △76,668

その他の包括利益累計額合計 60,794,710 57,649,685

純資産合計 72,374,583 70,187,734

負債純資産合計 109,857,929 105,408,106
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 4,820,715 5,249,138

売上原価 3,035,396 3,211,746

売上総利益 1,785,319 2,037,391

販売費及び一般管理費 1,779,978 1,926,828

営業利益 5,340 110,563

営業外収益   

受取利息 394 921

受取配当金 1,226,947 1,390,053

その他 23,967 49,053

営業外収益合計 1,251,308 1,440,028

営業外費用   

支払利息 3,160 1,352

有価証券評価損 1,237 －

持分法による投資損失 6,757 5,039

その他 3,638 5,044

営業外費用合計 14,793 11,437

経常利益 1,241,855 1,539,154

特別損失   

固定資産除却損 9 7,891

投資有価証券評価損 － 349

その他 150 286

特別損失合計 160 8,527

税金等調整前四半期純利益 1,241,695 1,530,627

法人税、住民税及び事業税 527,428 571,552

法人税等調整額 △43,108 15,112

法人税等合計 484,320 586,664

少数株主損益調整前四半期純利益 757,375 943,962

四半期純利益 757,375 943,962
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 757,375 943,962

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,162,649 △3,147,765

退職給付に係る調整額 － 2,740

その他の包括利益合計 △2,162,649 △3,145,024

四半期包括利益 △1,405,273 △2,201,061

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,405,273 △2,201,061

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属

方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基

づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方

法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半期

連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が117,877千円減少し、利益剰余金が82,289千

円増加しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影

響は軽微であります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

 １ 保証債務

 連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成26年６月30日）

旺旺・ジャパン株式会社 130,000千円 130,000千円

　　　　　　　計 130,000千円 130,000千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）の償却額は、次のとおりでありま

す。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

減価償却費 197,313千円 183,941千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日

定時株主総会
普通株式 74,701 13円00銭  平成25年３月31日  平成25年６月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

　　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日

定時株主総会
普通株式 103,430 18円00銭  平成26年３月31日  平成26年６月27日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　当社グループは、米菓事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

　当社グループは、米菓事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（有価証券関係）

　前連結会計年度（平成26年３月31日）

その他有価証券

 取得原価（千円）
連結貸借対照表計上額
（千円）

差額（千円）

(1）株式 1,397,637 95,600,855 94,203,217

(2）債券    

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 － － －

(3）その他 － － －

合計 1,397,637 95,600,855 94,203,217

 

　当第１四半期連結会計期間（平成26年６月30日）

　その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末

日に比べて著しい変動が認められます。

その他有価証券

 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表
計上額（千円）

差額（千円）

(1）株式 1,399,629 90,731,303 89,331,674

(2）債券    

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 － － －

(3）その他 － － －

合計 1,399,629 90,731,303 89,331,674
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（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

 １株当たり四半期純利益金額 131円80銭 164円28銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 757,375 943,962

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 757,375 943,962

普通株式の期中平均株式数（株） 5,746,227 5,746,076

 （注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年８月12日

岩塚製菓株式会社

取締役会　御中

 

監査法人セントラル

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 亀井　準　　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 野口　祐嗣　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている岩塚製菓株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者

等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続であ

る。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、岩塚製菓株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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